
ＭＦ―Ｔｏｋｙｏ２０１３
今
回
の
見
ど
こ
ろ
　
２

　
Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
は
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
」
、
米

国
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｆ
Ａ
Ｂ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

国
際
板
金
機
械
見
本
市

」
と
肩
を
並
べ

る
、
鍛
圧
関
連
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
専
門
展
だ
。
展
示
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で

行
わ
れ
る
学
術
発
表
や
研
究
発
表
も
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
今
回
の
Ｍ
Ｆ
―

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
は
日
本
塑
性
加
工
学
会
や
各
特
別
協
賛
団
体
と
強
力
な
タ
ッ
グ
を
組
ん

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
く
。

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
面
さ
ら
に
充
実
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
特
別
講
演

学
会
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
日
本
塑
性
加
工
学
会
協
力
、
テ
ー
マ

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月２３日 火曜日 　　

　
今
回
の
Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ
で
は
鍛
圧
機
械
メ
ー
カ
ー

各
社
が
意
見
を
ぶ
つ
け
あ
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
、

講
演
会
、
学
会
セ
ミ
ナ
ー
、

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
、
大
学
研

究
室
発
表
会
な
ど
に
お
い

て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
面
で

の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ

て
い
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ド
イ

ツ
と
並
ぶ
鍛
圧
機
械
、
鍛
圧

加
工
技
術
の
先
進
国
、
日
本

で
行
わ
れ
る
専
門
展
な
ら
で

は
の
テ
ー
マ
が
企
画
さ
れ
て

い
る
。
会
期
初
日
の

日
、

会
議
棟
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
Ｂ
で
行
わ
れ
る
テ
ー
マ
は

日
本
が
最
先
端
を
走
る
「
サ

ー
ボ
プ
レ
ス
」
「
熱
間
鍛
造

プ
レ
ス
」
「
フ
ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
ー
加
工
」
と
い
う
三
つ

の
技
術
。

　

時
か
ら
日
本
大
学
生
産

工
学
部
機
械
工
学
科
の
高
橋

進
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
ア
イ
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
、
コ
マ
ツ
産
機
、
放

電
精
密
加
工
研
究
所
、
山
田

ド
ビ
ー
の
４
社
か
ら
パ
ネ
リ

ス
ト
を
迎
え
、
「
サ
ー
ボ
プ

レ
ス
の
進
化
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
討
議
を
行
う
。

　
一
方
、
「
熱
間
鍛
造
プ
レ

ス
の
進
化
に
つ
い
て
」
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
名
古
屋

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の

石
川
孝
司
教
授
が
務
め
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
住
友
重
機
械

工
業
、
栗
本
鐵
工
所
、
榎
本

機
工
、
阪
村
機
械
製
作
所
の

４
社
か
ら
参
加
。

日

時

か
ら
だ
。

　

日

時
か
ら
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
「
フ
ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
加
工
機
の
進
化
に
つ
い

て
」
。
コ
マ
ツ
産
機
、
村
田

機
械
、
ト
ル
ン
プ
、
サ
ル
バ

ニ
ー
ニ
ジ
ャ
パ
ン
、
三
菱
電

機
の
５
社
か
ら
パ
ネ
リ
ス
ト

が
参
加
す
る
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
最

新
レ
ー
ザ
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
沓

名
宗
春
氏
。

　
ま
た
、
最
終
日
の

日
に

は
自
動
車
部
品
、
航
空
機
な

ど
の
部
品
向
け
に
普
及
拡
大

し
て
い
る
注
目
の
素
材
、
炭

素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

を
テ
ー
マ
に

「
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
加
工
法
の
進

化
」
と
題
し
た
特
別
講
演
を

会
議
棟
１
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
Ａ
で
行
う
。
講
師
は

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
炭
素
繊
維
・

複
合
材
料
技
術
統
括
室
の
小

川
繁
樹
担
当
部
長
。

　
会
期
中
４
日
間
に
わ
た
っ

て
、
東
２
ホ
ー
ル
事
務
室
で

は
日
本
塑
性
加
工
学
会
の

「
学
会
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
す
る
。
最
先
端

塑
性
加
工
技
術
や
加
工
法
の

研
究
成
果
発
表
、
高
張
力
鋼

板

ハ
イ
テ
ン

や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
合
金
と
い
っ
た
難
加

工
材
の
加
工
法
や
鍛
造
技
法

な
ど
、
講
演
は

テ
ー
マ
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
中
で
も

日
は
日
本
塑
性

加
工
学
会
学
会
賞
の
受
賞
技

術
が
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
特

に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
。
日

本
塑
性
加
工
学
会
学
会
賞
は

年
、
「
塑
性
加
工
に
関
す

る
学
術

学
問
・
技
術

の

進
化
に
携
わ
る
者
の
意
欲
の

向
上
を
図
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
我
が
国
の
塑
性
加
工
技
術

水
準
の
さ
ら
な
る
向
上
と
学

会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
動

推
進
に
資
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
学
会
大
賞

Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｐ

　
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｌ

を
最
高
賞

に
、
技
術
開
発
賞
、
学
術
賞

な
ど
が
続
く
、
賞
へ
と
再
編

さ
れ
た
。

　
今
回
の
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ

ナ
ー
で
は
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ

・
ダ
ブ
リ
ュ
塑
性
生
技
部
の

堀
智
之
次
長
に
よ
る

年
度

学
会
大
賞
受
賞
の
「
イ
ン
ラ

イ
ン
生
産
を
実
現
す
る
複
動

１
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ス
の
実

用
化
」
や
、
東
北
大
学
金
属

材
料
研
究
所
附
属
研
究
施
設

関
西
セ
ン
タ
ー
の
早
乙
女
康

典
教
授
に
よ
る

年
度
学
会

大
賞
の
「
超
塑
性
ナ
ノ
マ
イ

ク
ロ
成
形
加
工
技
術
の
研
究

開
発
」
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
出
展
者
に
よ
る
テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
は
東
１

事
務
室
の
Ａ
会
場
、
第
１
セ

ミ
ナ
ー
室
の
Ｂ
会
場
で
、

「
高
速
溶
接
技
術
の
解
説
」

「
進
化
す
る
フ
ァ
イ
バ
ー
レ

ー
ザ
ー
加
工
に
つ
い
て
」
な

ど
、
メ
ー
カ
ー
各
社
が
加
工

方
法
や
自
社
製
品
に
関
す
る

技
術
解
説
な
ど

テ
ー
マ
を

発
表
す
る
。
学
会
テ
ク
ニ
カ

ル
セ
ミ
ナ
ー
、
出
展
者
テ
ク

ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
と
も
に
定

員
は
１
５
０
人
で
、
事
前
登

録
制
。

　
ま
た
、
東
３
ホ
ー
ル
に
は

「
大
学
研
究
室
発
表
会
場
」

を
設
け
る
。
初
日
の

日

時
か
ら
の
京
都
大
学
の
宅
田

裕
彦
教
授
に
よ
る
「
日
本
塑

性
加
工
学
会
の
紹
介
」
を
皮

切
り
に
、
最
終
日
の

日

時

分
か
ら
の
東
京
工
業
大

学
の
寺
野
元
規
准
教
授
に
よ

る
「
塑
性
異
方
性
を
考
慮
し

た
バ
ル
ク
成
形
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
高
精
度
化
」
ま

で
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

研
究
活
動
や
開
発
し
た
新
し

い
加
工
法
、
開
発
し
た
新
材

料
の
解
説
な
ど
、
参
加
校
の

研
究
室
が
全

講
演
を
発
表

す
る
。
大
学
研
究
室
に
よ
る

発
表
の
聴
講
は
事
前
登
録
の

必
要
が
な
く
、
当
日
の
会
場

受
付
で
受
講
可
能
。

　
Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
の
入

場
事
前
登
録
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
参
加

申
し
込
み
は
「
Ｍ
Ｆ
―
Ｔ
ｏ

ｋ
ｙ
ｏ
２
０
１
３
」
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

へ
。


